
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

教育目標 

○ 深く考え行動し、すすんで学ぶ生徒 

○  心身ともに健康で、日々躍進をめざす生徒 

○ 情操豊かで、創意・工夫につとめる生徒 

 

令和７年１２月２４日発行 小樽市立向陽中学校 第９号  

さぁ、冬休み！！ 
校長 山 﨑 徹 也  

 

年の瀬を控え、どのご家庭におかれましてもお忙しい毎日をお過ごしのことと存じます。 
 全校生徒、全教職員が大禍なく終業式を迎えることができますことを校長として何より

のことと喜んでおります。この２学期間、保護者、地域、関係諸機関の皆様方にはご理解、
ご協力、ご指導を賜りましたことを、厚く感謝申し上げます。 

 
さて、この一年を振り返りますと、盗撮の事件により全国的にスマートフォン等の私的

な端末の教室等への持ち込みが基本禁止となりました。本校でも対応したところです。ま
た、９月に本校近くで熊の目撃情報があり、約２週間、地域を限定して保護者の皆様にお

子さんの登下校の送迎をお願いいたしました。ご協力いただきました保護者の方々には心
からお礼を申し上げます。（本年の世相を表す漢字一文字は「熊」だそうです。） 

さて、良かった点で一番うれしかったことは… 

水曜日に提出される家庭学習の質が激変したことです。真剣に取り組んでいる生徒がほ

とんどです。家庭学習の仕方は人それぞれあり、どれが正解かとは言えませんが、私見を
述べさせていただきます。 

まずは、教科書や授業で写したノート、参考書などで単元ごとの勉強をする。ノートに
「まとめ」をつくるのも良いでしょう。その後は、すぐに問題を解く。解き終わったら、

すぐに解答を見て〇つけをする。そして、間違ったとこ、わからなかったとこ、偶然〇と
なったとこを確認し、わかるようにして解き直す。これで１セットです。 

一番こわいのは、「わかったつもり」。二番目にダメなのが「解きっぱなし」。三番目
に「〇にこだわり、×をおろそかにする（×なのに答えを見て〇にするなど）」こと。  

テストや入試ではないので、点数や〇の数にこだわるべきではありません。勉強では自
分の弱点（×のところ）をなくすことに力を入れるべきです。 

「まとめ」については、私だったら後から見返したいので、教科ごとにノートを作りま
す。他の教科と一緒のノートでは、どこにまとめたかが分からなくなってしまいます。  

せっかく問題集を買ってもらっているのに、提出のために答えを写して全部〇にしてる
のでは、買ってくれた方に失礼です。また、私たち教師は、ノートやワークを確認したと

き、答えを丸写ししているかどうかは、大抵わかります。 

現在の学年より下の学年の問題集に手をつけている子も出てきました。とっても良いこ

とです。極端な話、九九がわからないのでは因数分解は理解できません。わからなくなっ
たところまで戻る勇気、とっても素敵です。自分のための勉強。時間もかかっているでし

ょう。より自分のために！ 

冬休みに入ります。時間はたっぷりあるように思えますが、誘惑

もきっと多いはず。勉強も運動も、体や心を休めることも、計画的
に取り組んでください。 

三学期始業式、グレードアップした皆さんにお会いすることを楽
しみにしています。 

 

自主・躍進・創造 

「３つのつ」～目指す子どもの姿～ 

自分の言葉でつたえる 

～自ら進んで考え、意見を発信できる～ 

仲間とつながる 

～他を思いやり、多様な考えを受け入れる～ 

ねばり強くつづける 

～困難を乗り越え、たくましく生きる～ 

 



 
冬場は、ノロウイルスなどウイルス性の食中毒

が多発し、その強い感染力からご家庭や学校内で

広がりやすい特徴があります。食中毒の予防は、

まず調理する方の健康管理と、調理前の丁寧な手

洗いが基本です。また、まな板や包丁などの調理

器具は、使用後にしっかりと洗浄し、熱湯や塩素

系漂白剤で消毒することが重要です。 

万が一、ご家族が感染した場合は、感染拡大を

防ぐため、食器類の塩素消毒や、嘔吐物を処理し

た後の確実な塩素消毒（次亜塩素酸ナトリウム）

が非常に大切となります。アルコール消毒では効

果が不十分な場合があるため、ご家庭でも塩素消

毒を適切に取り入れ、予防と対策にご協力をお願

いいたします。 

 

間もなく始まる冬季休業は、生徒たちが学校

を離れ、家庭や地域での生活を通して、自主性

や自律的な力を育む貴重な機会となります。一

方で、長期の休みは生活のリズムが乱れやすく、

それに伴って問題行動や事故が発生しやすい

時期でもあります。 

特に、近年多発しているのが、インターネッ

ト上のトラブルです。SNS 等の利用において

は、他者への誹謗中傷や、動画配信を通じた不

用意な個人情報の流出など、深刻な事態につな

がるケースが後を絶ちません。つきましては、

この機会に、ご家庭で携帯電話やスマートフォ

ンの使用方法について改めて話し合い、トラブ

ルの未然防止にご協力をお願いいたします。 

また、冬期間は路面の凍結

などにより、交通事故の危険

性が非常に高まります。外出

の際は、時間に余裕を持ち、

周囲の状況に十分注意して、

車や転倒に気を付けるよう、

ご家庭からもご指導をお願

いいたします。 

生徒たちが安全で充実し

た冬休みを過ごせるよう、ご

理解とご協力をお願い申し

上げます。 

 

本年度も１・２年生を対象に柔道の授業を実

施しました。今年は、小中連携の一環として、

小学校の但木先生（なんと初段の腕前をお持ち

です！）を講師にお招きし、ご指導いただきま

した。生徒たちは柔道着に袖を通し、その重み

と独特の雰囲気に気持ちを引き締めている様

子でした。初めは帯の結び方に悪戦苦闘してい

ましたが、すぐに集中して取り組み始めました。 

授業では、寝技につながる動きを取り入れた

ゲームなどが行われ、生徒たちは楽しみながら

柔道の基礎を学んでいました。そして、柔道に

おいて最も大切な要素である「礼」の指導も徹

底され、生徒たちは授業を通して武道の精神と

礼儀作法もしっかりと身につけていました。 

但木先生、貴重なご指導ありがとうございま

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 木 元日/学校閉庁日 木

2 金 学校閉庁日 金

3 土 学校閉庁日 土

4 日  日

5 月 中体連スキー 月

6 火 火

7 水
小樽スキー学校①
小中学校書写展①

水

8 木
小樽スキー学校②
小中学校書写展②

木

9 金
小樽スキー学校③
小中学校書写展③

金

10 土 土

11 日 日

12 月 成人の日 月

13 火 火

14 水 始業式 水

15 木 3年学年末テスト/職員会議 木

16 金 後期生徒委員会③ 金

17 土 土

18 日 日

19 月 後期専門委員会③ 月

20 火 火

21 水 スキー授業（２年生） 水

22 木 木

23 金 金

24 土 英検③ 土

25 日 日

26 月 月

27 火 火

28 水 小樽市教育研究会 水

29 木 新入生保護者説明会 木

30 金 金

31 土 　 土


